
 西興部中学校 いじめ問題に対する基本方針と計画 

 

 ・生徒一人ひとりがかけがいのない存在であり、その尊厳を保持するとともに「いじめ」のない安

心・安全な学校づくりを推進するために以下のように取り組むものである。 

 

１ 基本方針 

 （１） いじめの定義 

児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等当該児童生徒と一定の

人的関係にある他の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネット

を通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を

感じているもの。 

 

 （２） いじめに対する基本認識 

     すべての子どもと大人が「いじめはどの学校でも、どの学級でも、どの子どもにも起こり

得る」という認識をもつ。 

    ア 「いじめは許されない、いじめる側が悪い」という毅然とした態度を示す。 

    イ いじめられている子どもの立場に立った共感的な指導を行い、問題を解決させる。 

    ウ 保護者との信頼関係づくり、地域や関係機関との連携協力に努める。 

 

 （３） 早期発見に向けて 

     いじめは、大人の目の届きにくいところで発生しており、学校・家庭・地域が全力で実態

把握に努める。 

    ア 日常的に教育相談を実施し、子どもの声に耳を傾ける。 

    イ 子どもの行動を注視する。 

    ウ 保護者・地域と情報を共有する。 

    エ 定期的にネットパトロールを実施する。 

 

 （４） 早期解消に向けて 

     いじめ問題が発生したときには、詳細な事実確認に基づき早期に適切な対応を行い、関係

する子どもや保護者が納得する指導を目指す。 

    ア いじめられている子どもや保護者の立場に立ち、詳細な事実確認を行う。 

    イ 学校全体で組織的に対応する。 

    ウ 子どもや保護者に説明責任を果たす。 

    エ いじめる子どもに対しては、行為の善悪をしっかり理解させ、反省・謝罪をさせる。 

    オ いじめが解消したと見られる場合でも、保護者と継続的な連絡を行う。 

 

 （５） 未然防止に向けて 

     学校は、人権尊重の精神に基づく教育活動を展開するとともに、子どもたちの主体的ない

じめ防止活動を推進する。 

    ア 子どもがいじめ問題を自分のこととして考え、自ら活動できる集団づくりに努める。 

    イ 学校教育活動全般を通して、お互いを思いやり、尊重し、生命や人権を大切にする態度

を育成する。 

    ウ 常に危機感をもち、いじめ問題への取組を定期的に点検し、改善充実を図る。 

    エ 教師がいじめ問題に関する実践的な研修が受けられるよう努める。 

 

 



２ 校内組織的指導体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎『校内いじめ問題対策委員会』 

   【構成】管理職（教頭）、いじめ問題担当者（生徒指導主事）、養護教諭、担任、 

（スクールカウンセラー） 

   【役割】○いじめの事例に対する指導方針・対応方法等の検討 

       ○いじめの早期発見に向けた「点検」の定期的な実施と把握 

       ○教育相談週間の実施と結果の把握 

   【運営】定期的な開催（学期に１回程度） 

   【内容】○事実関係の把握 

       ○協同体制の確立 

       ○指導方針の共通理解 

 

３ いじめの報告体制 
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４ 全体計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各領域といじめを防止する方針 

全 体 各教科 
道徳・特別活動・総合的な学習の時

間 
その他の教育活動 

・学校生活のすべての場

面で、生徒の人権意

識を高め、いじめを

「しない、させない、

許さない」環境をつ

くる。 

・冷やかしやからか

い、ちょっかいを出

すことなどを見逃さ

ず指導する。 

・安心して授業に参加

でき、自分を出し合

える信頼関係をつく

る。 

・自己理解、他者理解等を深められ

るよう指導に当たる。 

・互いの違いを認め、相手の苦しみ

や痛みが分かる共感的人間関係を

つくる。（思いやりや友情、協力、

個性の尊重、寛容、偏見や差別を

しない心、公正公平等） 

・学校行事や体験的な活動などを通

して、みんなが協力して、ひとつ

のことを成し遂げたり、かかわっ

ていく中で互いの良さを見つけた

りさせながら、思いやりの心と役

割意識、責任感を育むとともに、

集団の成長を促す。 

・いじめが疑われる場合は、

すぐに状況を把握し、被害

生徒を守るとともに、学級

担任・いじめ問題担当者が

中心となりチームで指導

にあたる。 

・教職員によるきめ細かな観

察、面談、情報交換と併せ

て、いじめに関する生徒ア

ンケートを定期的に実施

し、いじめ防止と早期発見

に全校体制であたる。 

・教員の研修を進め、人権意

識の向上やカウンセリン

グマインドを身に付ける

とともに、生徒や保護者と

の対話を重視し、相談する

機会を多くとる。 

学 校 教 育 目 標 

 

 

・自主的に考え、ともに学習する生徒 

・自己を律し、協力して行動する生徒 

・心身ともにたくましく、健康である生徒 

・日本国憲法 

・教育基本法 

・学校教育法 

・北海道教育推進計画 

・オホーツク教育推進計画 

生徒・保護者 
 
・いじめのない安心して通え
る学校 

基本的な考え方 
 

・いじめをうまない風土・環境を整える 
・いじめをしない資質を育てる 
・いじめをやめさせる指導をすると同時に被害生徒を守る 

・校長講話 

・校長メッセージ 

・ＰＴＡ会長メッセ

ージ 

・生徒会長メッセー

ジ 

・いじめ防止の呼び

かけ 

・委員会企画 

・教育相談週間 

・エンカウンター 

・アンケート調査 

・人権教室 

・ネットパトロール 

・関係機関との連携 

・教職員研修 

・スクールカウンセラ

ー 

各種機関 いじめ相談 


